










ス ゥ ェ ー デ ン の 大 学
理学部 松 尾 隆 祐(豊 中2494)
ス ゥェーデ ン人 はblandで あると言われ る。bland一とは温 和な,快 い,人 当 りの良い とい う意 味
である。これは欧米人 が外国人 に.与える形容詞としてめず らし くポジティヴ イメジを持 ってい る。北
欧 と言えぱ ヴィキングの荒 々しさを想像す るが,今 では近隣の国から穏やかな国民として認め られてい
る。160年 前 にデ ンマークと戦 って以来,戦 争 に巻 き込まれることを上手 に避けて きたのでこの よう
な定評がで きた。
ス ゥェーデ ンには6っ の大学 がある。入 口は 日本のレi4であるから比率にすれば大学数は少 くない。
しかし国土 面積 は逆に 日本 の1.2倍もあるめで,そ の中で大学 はいかにも文化活動の拠点であるとい う
感じかする。 と くにス ゥェーデンの北半分は森林地帯で,文 化 の香が稀薄である。その中心的な町 ウメ
オーの人 々は永年大学 を求 めていた。各種の学 校を作 って学 問の町 として実績を積み,10年 あま り前
に望みが叶 って ウメオー大学がで きた。従 って ウメオー大学は本州全体の面積 に匹敵す る北ス ゥェーデ
ンを校区 として もっている。
これ に対 し,ウ プサ ラ大学は北欧で最 も古い大学であ り,一 昨年500年 祭 を祝った。500年 前の
ス ゥェーデンは隣の大国 デソマークの王を戴 こうとする派と独立 を志ざす派の血生 ぐさい争いが続いた。
当時の ウプサラ寺院の大僧正は親デンマーク派の リーダーであ って,彼 が初代の学 長 とな ってで きた ウ
プサ ラ大学の出発は政 治的 であ った。やがて宗教の力が衰えて自然科学で著名な大学 とな った。 その後
国力をつけたス ゥェーデ ンはデ ンマークを南へ追出 し,ス カンジナ ヴィァ半 島の南端 まで取 った。その
スコーネ地方 をウプサ ラの場合 とは逆 にスゥェーデ ン化する 目的で第2番 目の大学が置かれた。 これが
ルン ド大学で ある。今か ら210年 前,ス ゥェーデ ン人がb:Land一にな る前 のことで あった。
この ように様 々の由来 をもつ大学であるが,か っての事情 は もちろん遠い昔 の歴史 に埋れて しまって
いる。 しかし社会の変化 の中で幾世紀に もわたって大学 が機 能を続けてきたのは,短 い歴史しか もたな
い我 々にとって大変興 味深 い。
北欧の国は皆小国であるから,各 国で多 くの研究分野 を網羅す るのは能率が悪い。 自然 と各国で得意
の分野がで きているように見え る。化学は全般にスゥェーデ ンで活発 である。物 性物理 と高温化学は ノ
ルウェイに研究者が多い。 ブ ィンランr`の極低温 もその著 しい例である。ただし結晶構造解析は別で,
彼 らの好 きな分野 らし く北欧4国 に多 くの研究 グループがある。 以上は もちろん私が知 ってい る狭い領
域 の極めて個人的な印象である。
昨年8ケ 月間私 はルン ド大学 に滞在した。大学 の建物 や設備 は簡素であるがが っち りとしていて,し
か も細い点まで気 を配 った極めて住み心地の良いところであった。'あるいはむ しろ,後 程気を配 る必要
がない ようにあらか じめ 目につかない ところで金と工夫 が投資されていたと言 うべ きである。 ただ,人
件費の高い国で あるか ら慢性的な人手不足で,同 好の士が居れば極東からで も呼 んで来 ることにな って
いた。
自然科学は,や っている本人 にとっては常識の組合せで あると思え るので,睡 全な常識の国ス ゥェー
デンは外国か らの研究者にとって馴みやすい国である。 アメ リカ人 に言わせると平穏無事なb■a,nd-
nessはnot:bingと同義だそ うで,な かで もル ン ドは ビー ト畑 と学生ばか り目につ く退屈この上 も
ない町であるとス ゥェーデ ン人 自身が言 う程であるが,私 に とっては対照的な彼我 の比較に学ぶ ことが
多 く,カ ロ リー メーターを相手に退 屈しない8ケ 月であった。
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